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「継続し続けた先に…」 

校長 熊 広明 

 

 2025.10.９に、日本人として誇らしいニュースが飛び込んできました。大阪大学 坂口 志

文 特任教授と京都大学 北川 進 特別教授の日本人二人が、2025年のノーベル賞に選ば

れたというニュースです。日本人のダブル受賞は、10年ぶりの快挙だそうです。坂口特任教

授は、「制御性Ｔ細胞」の研究をされ、その細胞の働きを強めたり、弱めたりすることで自己

免疫疾患（体を守る免疫が異常を起こし、自分の体を攻撃してしまう病気）などを治癒できる

ことを発見されました。その研究成果が認められ、ノーベル生理学・医学賞を受賞されまし

た。また、北川特別教授は、「金属有機構造体（ＭＯＦ）」の研究をされ、空気中から燃料を作

り出す研究が認められ、ノーベル化学賞を受賞されました。現在の燃料といえば、固体や液体

の化石燃料（石炭や石油など）に頼っています。化石燃料は限りがあり、使用すると無くなっ

ていく資源です。しかし、大気中の二酸化炭素を「金属有機構造体（ＭＯＦ）」が捕まえて、

二酸化炭素と水素を反応させることで新たな燃料を作ることができるそうです。現在は二酸化

炭素の排出量が多く、地球温暖化が懸念されていますが、この研究によって地球温暖化を防ぐ

効果も期待されています。この二つの研究は、人間の命や地球の環境を守る大きな効果が期待

されると考えます。実用化には、もう少し時間がかかるようですが、大きな一歩を踏み出した

研究と言えるのではないでしょうか。 

研究の成果がクローズアップされていますが、成果を出すまでには、大きな労力と長い時間

がかかると思われます。2015年に「有機合成におけるパラジウム触媒クロスカップリング」

の研究をされ、ノーベル化学賞を受賞された 鈴木 章さんは、「研究は、失敗するのが当た

り前と考えた方がいい。」と当時、大阪大学で開かれた学生とのトークショーで語られたそう

です。失敗体験をたくさんするほど、成功につながる工夫を多く考えることができると捉える

こともできます。研究者も失敗の連続のようです。「失敗は成功のもと」このことわざは、失

敗してもその原因を反省し改善することで、その後の成功につながることを意味します。いろ

いろな経験を積んだ大人でも、失敗することもあります。ましてや経験の少ない子どもたち

は、学習や友達との関係においても、うまくいかないことが多いのではないかと思われます。

そこで大事なことは、「あきらめないで頑張る姿勢やどうすれば改善できるのかを考える態

度」を育てることです。子どもですから、あきらめかけてしまうことは多々あると思います。

その時に、あきらめないで頑張る声掛けや励ましの言葉を掛けるのが子どもたちに関わる大人

の役割ではないでしょうか。「失敗しても大丈夫だよ。」とか「先に進むためにはどうすればい

い。」などと子どもたちに寄り添いながら前を向く勇気を与えてほしいと願っています。学校

においても、失敗してもあきらめないで頑張り続ける小野っ子を育てたいと思います。継続す

ることの大切さや継続し続けた先には成長した自分、明るい未来があることを忘れない小野っ

子でいてほしいと願っています。また、令和８年は午年です。馬のように前に進む躍進の年に

してほしいです。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              
 
１月   8日(木) 第３学期始業式 大掃除 

     9日(金) 登校指導  いじめ０の日 
         下校１～３年 14：10 
           ４～６年 14：50 
    13日(火) 登校指導 

13日(火)～１５日(木) 身体計測 
16日(金) 支部児童会（３校時） 

         業者販売（裁縫・習字） 
    21日(水) クラブ見学（３年） 
    27日(火) スマイル交流遊び 
    30日(金) 小学校主任会 午後停業 

 
 
２月 2日(月) 校納金振替日 

3日(火) 新入児入学説明会 
    6日(金) 参観日(５校時) 

ときめき学習発表会 
学校関係者評価委員会（14:40～） 

9日(月) 小野中新入生説明会 
（14:10～14：50） 

    10日(火) いじめ０の日 
      こころの劇場観劇(６年) 
12日(木) おもしろ理科出前教室（６年） 

   13日(金) 子規記念博物館見学(４年) 
    16日(月) 避難訓練 
    26日(木) 遠足 
    27日(金) 遠足予備日 

 

僕は、２学期に習った６４個の漢字は覚えることができました。赤や車などの漢字が難しかったです。３学期

は、残り１６個の新しい漢字を覚えて、きれいに書きたいです。漢字の練習も国語の授業中の勉強もどちらも頑

張りたいです。                                                                          １年 

                                  

僕は、２学期に九九を習ったので、３学期にはもっともっと練習をして、正しく速く九九を唱えたいです。そ

して、もっとレベルアップした問題が解けるようになりたいです。 また、国語や算数のノートをたくさん書けるよ

うになったので、文字を丁寧に速く書けるように頑張ります。                                     ２年 

 

僕は３学期頑張りたいことが二つあります。一つ目は、算数で初めて習う小数の筆算を完璧にマスターするこ

とです。 二つ目は、漢字テストで 100 点を取ることです。 とめ、はね、はらいに気を付けて丁寧に書くように心

がけます。目標を達成するために、毎日の自主学習を一生懸命頑張りたいです。                    ３年 

 

３学期は学年のまとめの大切な学期なので、テストのときにあせらず、落ち着いてきれいな字で書けるように

したいです。「速く書かないといけない」と思ってしまい、字が汚くなることがあるので、普段から丁寧に書く練習

をします。また、苦手な漢字をそのままにせず、くり返し練習してすべて覚え、漢字のテストで１００点が取れるよう

に頑張ります。                                                                          ４年 

 

３学期は、５年生のまとめをしっかりしたいです。文字を丁寧に書いて、落ち着いて学習します。生活面では、

挨拶を頑張ります。人に会った時には、大きな声で先に挨拶するように気を付けたいです。委員会の仕事に責任

を持って取り組み、頼りになる６年生になれるように成長したいです。                              ５年 

 

3 学期は、1 年間の学習のまとめでもありますが、私たち 6 年生にとっては、この小野小学校で過ごせる最後

の学期です。中学生に向けての準備や勉強に励むことも大切ですが、それと同じくらい卒業までの残り少ない

日々を仲間とともに大切に過ごしたいと思います。                                             ６年 

 

私が３学期に頑張りたいことは、体育の縄跳びです。縄跳びの一拍子跳びを長く続けたいです。何回も練習し

て、跳べるようになりたいです。もう一つは理科の勉強です。話をよく聞いて、実験が上手にできるようになりたい

です。                                                                             たんぽぽ 

 ３学期のめあて 

１・２月の主な行事予定 

現在の予定ですので、変更になる

場合があります。御了承ください。 


